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もりのにぎわい通信  
 

20１6年１２月１０日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2016 年 12 月 10 日（土）9：00～15：30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 13～10℃ 湿度 23% 風向 北西 風速 7m 

参加者：17 人：子ども 3 人、大人 14 人（内土地改良区 7 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１０：００集合 

   受付 

中央部分の除草作業（刈払機）、クズの蔓切 

苗木移設先のポール立て 

    

   ４５休憩 

１１：００作業再開 

     同上の作業 

１２：００昼食 

 １３：００土地改良区からも８名参加して 

同上の作業 

マツの枝打ち、隣接のクリの木を間伐 

     除草作業（刈払機）、クズの蔓切 

 １４：３０後片付け 

 １５：００解散 

     次回の打ち合わせ（次年度計画など） 

 

■活動報告 

目下の懸案は、千の苗プロジェクトで残っている密集した苗畑の整理です。たくさん持ち寄ってくれ

た苗を植えきれなかったので仮植えしたのだが、移し替えに時間が割けず大きくなった苗で密集状態

になってしまったものです。これを植え替えるには、 

1. 苗畑の側の作業として、クズに絡まれたものを切り離し苗の一本一本を扱える状態にする 

2. 移設する先の側の作業としては、この位置に移しますという場所を決めポール立てを行う。（も

ちろん、ポール立てを行う前に雑草刈りがしっかりできていないといけません） 

という二つの作業があります。 

苗畑側の作業は 11月の定例会である程度は進みましたが、移設先の特定はもっともっとたいへんで

刈払機作業は半分もすみませんでした。雑草が生い茂ってしまい、どこに苗があるのか、どこに新し

い苗を植えられるのかを見ることができない。雑草を取っ払ってみなければどれだけ苗木を移せるの

か見当もつきません。東部農林に重機を使って移してもらう予定なのでその前作業がしっかりできて

いないと頼んでもうまくいきません。ということで今月も中央部の雑草刈りの続きをやって、移設先
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の印となるポールを立てる作業です。女性陣がクズの蔓切り作業を担当し、金井とＭｒ星野の二人で

刈払機の作業を担当しました。長く伸びたススキはどけるのが大変なほど積もってしまうし、クズの

蔓は苗の間を渡っていて入っていけないし、何よりも苗がどこにあるのか分からないというのが困り

もんです。恐る恐るしかマシンを振れないので重さを利用できず、筋肉が疲れるわ、作業時間はかか

るわなのです。そんな疲れる作業後の 11:00 のお茶では長塚さんからご褒美がありました。永菅さん

お手製のシュトーレンがふるまわれ、プロ顔負けと絶賛の嵐でした。 

この後昼までは、刈払機をかけ終わったエリアから苗木移し替え候補のポイントにポールを立てる作

業をスタートしました。自生の苗木も活かす方針もあるし、枯れてしまったり、元々ずれて植えられ

ていたりで苗木の並びが崩れていて場所を決めるのもたいへんでした。 

お昼はホウトウ鍋が用意されて、12月にしては日差しが強くて暖かい日なので体ポカポカでした。 

 

午後は土地改良区の方々も７名加わってもらえ、中央部分の刈払機がけは概ね終わったようです。前

回に引き続き、若干の枝打ちや間伐も行われました。この作業で、松の間に顔を出していたクリの木

も切られてしまうことになりました。たいへん気の毒なのですが自然の摂理から考えると共倒れを防

ぐということなのでしょう。次回は苗木の移設ポイントのポール立てを完成させましょう。ご参加の

方々来年もよろしくお願いします。 

(記録： 金井 章男) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■森もりあそび隊 

あそび隊の皆の、今年最後の活動になりました。 

空はすっきり澄んだ青空です。 

朝、風邪が強かったのでとても寒いと思っていましたが、太陽の恵みで汗をかくくらいです。 

今日のメンバーは女の子二人と男の子一人。 

三人で仲良くまずはハンモック。 

初参加のお母さんとツリーハウスにも行きました。 

  

何やら三人でスコップて穴を掘り出しましたね・・・ 

「ちょっと来て〜」 

手を引っ張られて行くと 

「何なに〜」 

ズボ！！ 

  

藁を敷いた下には落とし穴がありました。 

しかもけっこう深いです。 

ここへ何人の大人が連れて来られたのでしょうか？ 

  

お昼ごはんにはアツアツのほうとう鍋が出ました。 

冬に味わう幸せです。 
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おやつにはベテラン焼き芋師の美味しい焼き芋です。 

焦げてもいないのにしっとり。 

子供達は持ち帰りの予約までしていました。 

  

そして今日は、普段あまりない探検をしました。 

「ノコギリ探し」です。 

枯れ草の色と同じような色の柄なんです。 

難易度が高いのですが、ミッションは二本。 

あの有名な絵本のリアル版みたい。 

  

結果は、残念ながら一本しか見つからなかったのですが、やはり子供の目は違いますね。 

大人は見つけられませんでした。 

  

まだまだ遊びたいですが、この頃はすぐに日が暮れてしまいます。 

今日もあっという間に終わりです。 

  

こんなに寒くて、乾燥していて日の短い季節も、自然にはとっても大事な事です。 

だからこんな時の森も、そんな時の子供達も、どんな時期も大切に過ごして行こうと思います。 

                              （記録：長菅 千夏） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、1 月 28 日（土）（雨天の場合 1 月 29 日(日)）苗木移設先の特定（ポール立て）をメ

インに行います。 

 

 

 

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

 

       

鳥の巣（ヒバリの巣でしょうか？）          ヒナが巣立った、鳥の巣 
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美味しそうなシュトーレン         ほうとう鍋で温まろう！ 

 

 

      

手作りシュトーレンで森のクリスマス       “美味しい”と絶賛でした。 

 

 

   

   ほうとうの出来上がり          枯れたススキの草刈りも一苦労 
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下草刈り 

 

   

クズの蔓切 

 

枯れたマツと枝打ちをしたスギ 
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2008 年 3月に植樹したマツの松枯れ被害が心配です。      

   

枝打ちをしたスギの苗木、大きくなりました 
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ブランコ楽しいな・・・。 

 

間伐したらマツ林がスッキリしました。 

 

   

落とし穴を作っているのかな？ 

 


